
   
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
T. P. A . N e w s l e t t e r 

東京パスポート学院 ニュースレター 2024年 7－8 月号 

Jul-Aug 
2024 

P1   お知らせ 

P2-3 講師コラム News from our countries 

P4  ＴＰＡ生徒様紹介 Yuji 様 

 

◆夏休みのお知らせ とスクールからのお願い 

8 月 7日(水)～8月 20日(火)  

サマースクールは、8 月 7日、8 日の二日間に開催します

が、通常レッスンは上記の期間はお休みとなります。 

 

🌟スクールからのお願い 

サランラップやペーパータオルの芯を集めています！ 

サマースクールで廃材で作る SDGs工作をします。ご協力

頂ける方は、7月 31日までにお持ちください。 
 

◆七夕の願い事 Tanabata Wishes   
今年も子ども達の七夕の願い事を飾りました。毎年、大人

には思いつかない願いが書かれていて、微笑ましいです。

今年は”I want to ride a kangaroo in Australia.” 

（オーストラリアでカンガルーに乗りたい）という願いがあり

ました。カンガルーに乗るって想像したことなかったです☺ 

May all your wishes come true!  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆幼児親子 英語絵本おはなし会  

子どもは絵本が大好き。ワクワクしながら想像力を広げ、 

感情が豊かになります。自然と何でも吸収する時期に、 

英語や異文化世界を絵本を通して体験してみませんか。 
 

対象：2歳～年中と保護者の方  限定 6組 先着順 

 

土曜日14：30～15：10 

7 月 6日、 7 月 20日、  

8 月 3日、 8 月 31日、 9 月 14 日、 9 月 28日 

 
ぜひフォローお願いします♪   

tokyo_passport_gakuin  

 

facebook.com/gakuin.co.jp  

 

 

 

◆ 英語絵本、洋書をケニアの図書館へ 
先月、ケニアの図書館に本を 

寄贈しました。右の写真は届いた本 

を眺めている子ども達です。 

ケニアの小学校では教科書も十分 

になく、授業後は書庫にしまわれる 

ため、子供たちが放課後に自由に 

読むことができません。 

当校の生徒のお父様はお仕事の関係でケニアに度々行か

れ、地元の婦人会と一緒にケニアの「ソンドゥ・ミリウ公共図書

館」を設立されました。この図書館は主に6歳から18歳くらい

までの子供たちが放課後に利用されています。 

今後も本を届けたく、不要な英語の絵本、洋書がございました

ら、ぜひ寄贈ください。 

 

◆英検対策 短期集中グループ講座のご案内 
 

▶ 英検準2級講座 夏休み集中 火曜～金曜 

7月30 日～ 8月28日    10:30 - 12:30 

＊8/7～8/20 休み 
     

▶英検3級講座   夏休み集中 火曜～金曜 

7月30 日～ 8月28日    13:15 - 15:15 

＊8/7～8/20 休み 

＊英検ライティング添削、面接対策のみも可能です。 

お気軽にご相談ください。 

 

◆ 七夕になぜ野菜のお供えをするのか   

諸説ありますが、2 つ紹介します。 

① 天帝(織姫の父：天と水の神様)へお供えすることで、その

年の豊作を願う 

② 昔は七夕の日がお盆の始まりと重なる 

時があり、七夕のお祝いをしつつ、お盆 

のお迎えのために精霊馬を作るのに 

ナスやキュウリを使った。 

～七夕関連の英語～  

七夕 “Star Festival” 天の川 “Milky way” 

笹に短冊をつるすは 

”ｈang a strip of paper on a bamboo tree”  

みなさんもぜひ願いことを書いてみてください✨ 

 

当校のLINE公式アカウントにご登録ください。 

「英会話 TPA東京パスポート学院」 



TPA Newsletter  

July – Aug 2024 
 

This month your teachers are talking about news from our countries. 

今月は講師たちが母国のニュースについてお話します。 

 

 

Zebras On The Loose シマウマの脱走 

In Washington State, USA the locals are used to seeing animals like deer, chipmunks and even cougars. 

However this year an even stranger animal was seen on the streets. Four zebras escaped and were seen 

running around the town. The zebras were being transported to Montana when they escaped. People 

walking nearby and driving their cars were shocked to see the group of zebras. A group of local people 

helped to catch three of the zebras and bring them safely back to the trailer. However, one zebra escaped 

into the forest. Animal rescue experts were worried about the zebra because of the cold night temperatures 

and the mountain lion that lives in the area. The local people were checking social media often to hear news 

about the missing zebra. Luckily, after a week alone in the forest, the zebra was found safe and sound. 

 

アメリカのワシントン州に住む人たちにとって、シカやシマリス、そしてピューマのような動物までもを見かけ

ることにはよくあることですが、今年は意外な動物が路上で見られました。なんと、4 頭のシマウマが逃走し、

街中を走り回っている姿が目撃されたのです。そのシマウマはモンタナに搬送中に逃げ出しました。近くを歩い

ていた人も、運転していた人たちも、シマウマの群れを見て驚きました。地元の人々が集まり、３頭のシマウマ

を捕まえて、安全にトレーラーへ連れ戻すのを手伝いましたが、残りの 1 頭は森に逃げてしまいました。夜の気

温は寒く、その地域にはマウンテンライオンが生息しているので、動物救助の専門家は、そのシマウマのことが

心配でした。地元の人々は見つからないシマウマのニュースを知りたくて、頻繁にソーシャルメディアをチェッ

クしていました。幸運にも、森の中、一頭で 1 週間生き延びた後、無事に健康な状態で見つかりました。 

- Paul 

 

 

-  



 

T20 Cricket World Cup: South Africa One Step Closer to Semi-Final 

Ｔ20 クリケットワールドカップ：準決勝まで南アフリカ一歩近づく 

 
South Africa is crazy about sport, it's like the connective tissue of the nation. Nelson Mandela once offered 

rugby as a way to unite two opposing sides and South Africa's performance at the 2023 Rugby World Cup 

became a symbol of hope at a challenging time for the country. So South Africa feels a great amount of pride 

about sport. This summer it is the ICC T20 Cricket World Cup and South Africa are hungry for victory.  

南アフリカは国が一体となったかのようにスポーツに夢中です。かつて、ネルソン マンデラは対立する二つの

人種を団結させる方法としてラグビーを提案し、2023 年ラグビーワールドカップでの南アフリカの快挙は国の

困難な時期での希望の象徴となりました。ですから、南アフリカはスポーツに対して多大なる誇りを感じている

のです。今年の夏はＩＣＣ T20（国際クリケット評議会トゥエンティトゥエンティ）クリケットワールドカッ

プで南アフリカは勝利を渇望しています。 

 

The team won all their matches in the group stage and became the first team to qualify for the Super 8 stage 

of the tournament. They continued to win, beating the USA and England. Now they need to win one more 

match to get into the semi-final! I loved South Africa's match against England: both teams had a chance to 

win, both teams made mistakes and both teams made some of the best catches in the tournament. South 

Africa will play the West Indies next. What an exciting game of cricket!    

南アフリカのチームはグループステージの全ての試合に勝ち、スーパー8 のトーナメント出場権を最初に獲得し

ました。南アフリカはアメリカとイングランドも倒して勝ち続け、これから準決勝まであと一戦勝たなくてはい

けません！私は南アフリカ対イングランドの試合が大好きでした。両チームとも勝てるチャンスもミスもあり、

素晴らしいキャッチが両チームにありました。南アフリカはウエストインディーズと次に対戦します。クリケッ

トはなんてワクワクするゲームなのでしょう！ 

- Insaaf 

 

 

後書 ＊6 月 29 日に行われた決勝戦で残念ながら南アフリカは敗退してしまいました。 

   インド： 176/7    南アフリカ：169/8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◆ 東京パスポート学院(ＴＰＡ)生徒のご紹介コーナー 

 

Yuji様 ＴＰＡ歴 15年２か月 

英会話クラス 上級クラス 

TPA への感想 

スタッフの方、先生の雰囲気がアットホームであるところ、先生の質もよく英会話教室として良心的であると

ころなどが安心して通える魅力ですね。授業で使っているテキストは、幅広い話題を題材に取りあげており、

先生とのディスカッションを引き出す機会を自然に作ってくれます。また適度に文法や語彙のブラッシュアッ

プも入っていて、飽きさせない良い教材であると思います。また年 1回ブッククラブという 4週間で英語の本

一冊を読む機会があり、その月は特に日常から英語につかる良い機会になるため毎年楽しみにしています。 

 

長く続ける秘訣 

 

“英語を勉強する“と考えるのではなくて、今は“英語を楽しむ”、あるいは“英語を通して人生を楽しむ”とい

うことにしています。英語を使って誰かと話したい、何かを伝えたい、知りたいということが大事だと思ってい

ますし、それが実際に経験できる場として TPA に通っています。最近では日常生活のあらゆるところに英語

があふれる時代になりました。ふと目にした英語、耳にした英語にそのまま触れて、英語を通して物事を知り、

考えたりするようにしています。英字新聞のＴhe Japan Times Online も一部は無料なので時々覗いてみ

たり、テレビのニュースなども気のおもむくままにサブ音声の英語で聞くこともあります。とにかく、生活の中

であまり意識せずに英語に触れる、それを通して知的好奇心を満たすということが長く続く秘訣でしょうか。

そして何よりも、毎週土曜日の午前中に TPA に通うことは、私にとってすでに欠かすことが出来ない生活の

一部であり、ライフワークの一つといえます。可能な限り、この先年齢が幾つになっても TPA に通い続けてい

るような気がしています。 

 

 

アンケートのご協力をありがとうございました。 

Yuji 様の英会話クラスでは、National Geographic Learning の「Ｌife5」を使用して 

います。世界の興味深い話題を通して、ディスカッション、文法、リーディング、リスニングと英

語の総合的な力が付く教材です。 

コロナ感染症が流行し”Staycation”（自宅や近場で休暇を楽しむ旅行）という言葉が使

われたり、物価高で”Voluntourism”（ボランティアをしながらの旅行）が人気になったりしましたが、これら

の言葉が話題になる前から、このテキストでは題材として取り上げられていました。ラトビア共和国（北ヨーロ

ッパ）にある元刑務所で、囚人のように生活する刑務所体験ができるホテルなどの世界の珍しい宿泊先な

どの話題など、いつも新鮮で興味深い話題を提供してくれます。 

 

◆生徒様ご紹介にご協力頂ける方募集中 

今月号では当校に通学されて 16年目となる Yuji さんのご感想をご紹介させて頂きました。 

当校のニュースレターの生徒様ご紹介欄にご協力いただける方がいらっしゃいましたらぜひお知らせ 

ください。 


